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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月12日(2010.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素に中間調を表示する時に、該画素内の第１および第２副画素電極を異なる実効電位
とすることで第１副画素電極に対応する第１輝度領域を第２副画素電極に対応する第２輝
度領域よりも高輝度とする表示装置であって、
　第２副画素電極は平面的に視て内周および外周を有する形状であって、かつ第２副画素
電極の内周の内側に第１副画素電極が配されていることにより、中間調を表示する時に第
２輝度領域が第１輝度領域を取り囲み、上記第１および第２輝度領域の間隙には最低輝度
領域が形成されることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　上記間隙と重なるように遮光体が形成されていることを特徴とする請求項１記載の表示
装置。
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【請求項３】
　上記遮光体は、ブラックマトリクス、第１副画素電極に接続されたトランジスタから引
き出された配線、第２副画素電極に接続されたトランジスタから引き出された配線、トラ
ンジスタを介して第１副画素電極に接続された走査信号線、第１副画素電極と容量を形成
する保持容量配線、および第２副画素電極と容量を形成する保持容量配線のいずれかの一
部であることを特徴とする請求項２記載の表示装置。
【請求項４】
　上記走査信号線が画素中段において額縁状に引き回されていることを特徴とする請求項
３に記載の表示装置。
【請求項５】
　上記保持容量配線が画素中段において額縁状に引き回されていることを特徴とする請求
項３に記載の表示装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の表示装置を備えることを特徴とする液晶表示装置
。
【請求項７】
　請求項６に記載の液晶表示装置と、テレビジョン放送を受信するチューナ部とを備える
ことを特徴とするテレビジョン受像機。
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